様式第１号（第３条関係）
[bookmark: _GoBack]年　　月　　日
飛驒市長　　あて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
緊急通報装置貸与申請書

次のとおり緊急通報装置の貸与を申請します。また裏面の承諾事項について承諾します。
	申請者
	氏名
	
	電話
番号
	

	
	住所
	

	対象者
	氏名
□申請者と同じ
	
	生年月日：　　年　　月　　日

	
	
	
	電話
番号
	自宅：

	
	
	
	
	携帯：

	
	住所
□申請者と同じ
	

	申請理由
	


親族の連絡先（救急搬送や安否確認時の連絡先）
	[bookmark: _Hlk145589511]親族
	氏名
	
	電話
番号
	自宅：

	
	
	
	
	携帯：

	
	住所
	
	関係
	


協力員の連絡先（緊急時の状況確認や安否確認時の連絡先）
	協力員①
	氏名
	
	電話
番号
	自宅：

	
	
	
	
	携帯：

	
	住所
	
	関係
	□親族（　　　　）
□近隣　□民生委員

	[bookmark: _Hlk145590361]協力員②
	氏名
	
	電話
番号
	自宅：

	
	
	
	
	携帯：

	
	住所
	
	関係
	□親族（　　　　）
□近隣　□民生委員

	協力員③
	氏名
	
	電話
番号
	自宅：

	
	
	
	
	携帯：

	
	住所
	
	関係
	□親族（　　　　）
□近隣　□民生委員



（裏面）
貸与を希望する装置
	貸与装置
	　□固定電話回線装置（無料）　
□モバイル版装置（一部負担）
　□モバイル版装置+人感センサー（一部負担）
　□モバイル版装置+人感センサー+情報閲覧（一部負担）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
承　諾　事　項

１．緊急時は、協力員・関係機関が住宅内に立ち入り、状況確認を行うこと。

２．緊急時に協力員・関係機関が住居内に立ち入る際に、やむを得ず住居の一部に破損が生じたとしても、その責任は問わないこと。

３．貸与のあった緊急通報装置一式は、適切に管理し、他の目的には使用しないこと。また装置一式を破損、紛失等した場合は、速やかに市へ届け出の上、その損害を賠償すること。

４．申請事項に変更が生じた場合は、速やかに市へ届け出ること。

５．貸与のあった緊急通報装置一式を必要としなくなったときは、市へ届け出の上、速やかに返却すること。

６．緊急通報装置の利用に当たって一部負担金が生じる場合は、指定の期限内に支払うこと。

７．その他緊急通報装置の貸与について、市及び受託事業者から依頼があった場合は、それに同意すること。




